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第４次 第５次

17,545 17,545 19,083 19,083

1 総

ちがさき男
女平等参画
プラン及び
実施計画の
策定

男女共同参画社会の
形成の促進に関する
施策についての基本
計画を定める。

全市
民、市
内の民
間団

体、市
役所各

課

政
策

新・男女共
同参画プラ
ンの策定

（仮称）男
女共同参画
推進プラン
の策定

活動指標は概ね達成
し、成果は今後見込
める

Ｂ 3,238 1

（仮称）ちが
さき男女共同
参画推進プラ
ンの策定

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

1

ちがさき男
女平等参画
プラン及び
実施計画の
策定

ちがさき男女
平等参画プラ
ン推進協議会
の開催

会議開催（年
間）

１回 １回

ちがさき男女
平等参画プラ
ン推進協議会
の開催

会議開催（年
間）

６回 496 1

（仮称）ちが
さき男女共同
参画推進プラ
ンの策定

不
可

必
要

不
可

不
可

無 有り 21
市民フォーラムの開
催などにより意見を
求める。

維持

1

ちがさき男
女平等参画
プラン及び
実施計画の
策定

茅ヶ崎市男女
共同参画推進
会議の開催

会議開催（年
間）

１回 １回
茅ヶ崎市男女
共同参画推進
会議の開催

会議開催（年
間）

２回 1

（仮称）ちが
さき男女共同
参画推進プラ
ンの策定

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

1

ちがさき男
女平等参画
プラン及び
実施計画の
策定

市民意識調査
意識調査の項
目選定会議

２回 １回 市民意識調査
市民意識調査
の実施

１回 2,682 1

（仮称）ちが
さき男女共同
参画推進プラ
ンの策定

不
可

必
要

可
不
可

無 なし 21

（仮称）ちがさき男
女共同参画推進プラ
ンの策定のための意
識調査をコンサルタ
ント会社に委託して
効率的な統計を行
う。

減
ら
す

1

ちがさき男
女平等参画
プラン及び
実施計画の
策定

市民フォーラ
ムの開催

フォーラムの
開催（年間）

１回 60 1

（仮称）ちが
さき男女共同
参画推進プラ
ンの策定

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

2 総

ちがさき男
女平等参画
プランの進
行管理

プランを行政に浸透
させ、計画的な進行
管理を図る。

市役所
各課

政
策

新・男女共
同参画プラ
ンの策定

（仮称）男
女共同参画
推進プラン
の策定

398
成果物等の活動指標
は概ね達成でき、成
果は今後見込める

Ｂ 496 2
ちがさき男女
平等参画プラ
ンの進行管理

未 高 高 高
現状維

持
維持

2

ちがさき男
女平等参画
プランの進
行管理

ちがさき男女
平等参画プラ
ン推進協議会
の開催

開催回数（年
間）

６回 ７回 398

ちがさき男女
平等参画プラ
ン推進協議会
の開催

開催回数（年
間）

６回 496 2
ちがさき男女
平等参画プラ
ンの進行管理

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

2

ちがさき男
女平等参画
プランの進
行管理

茅ヶ崎市男女
共同参画推進
会議の開催

開催回数（年
間）

３回 ２回
茅ヶ崎市男女
共同参画推進
会議の開催

開催回数（年
間）

２回 2
ちがさき男女
平等参画プラ
ンの進行管理

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

2

ちがさき男
女平等参画
プランの進
行管理

年次計画書作
成

年次計画書作
成期限（評価
指標含む）

平成２０
年７月

平成２１
年３月

年次計画書作
成

年次計画書作
成期限（評価
指標含む）

平成２１
年９月 2

ちがさき男女
平等参画プラ
ンの進行管理

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

2

ちがさき男
女平等参画
プランの進
行管理

年次報告書作
成

年次報告書作
成期限（評価
指標含む）

平成２０
年７月

平成２０
年９月

年次報告書作
成

年次報告書作
成期限（評価
指標含む）

平成２１
年９月 2

ちがさき男女
平等参画プラ
ンの進行管理

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

2

ちがさき男
女平等参画
プランの進
行管理

ちがさき男女
平等参画プラ
ンの評価指標
の作成及び評
価

プランの進捗
状況の公表時
期

平成２１
年１月

平成２１
年３月

ちがさき男女
平等参画プラ
ンの評価指標
の作成及び評
価

プランの進捗
状況の公表時
期

平成２１
年１２月

2
ちがさき男女
平等参画プラ
ンの進行管理

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

3 総
男女平等参
画啓発等推
進事業

講座の実施や情報誌
を発行することによ
り、男女平等参画意
識の啓発を図る。

市内在
住在勤
の一般
市民

政
策

641

講座の実施という活
動指標は達成された
が、男女平等参画啓
発推進がされたとは
いえない状況も見受
けられ、成果が出る
よう努めたい。

Ｂ 610 5
男女共同参画
啓発等推進事
業

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

3
男女平等参
画啓発等推
進事業

男女平等意識
の高揚に関す
る講座の実施

開催日数（年
間）

７日 ７日 130
男女平等意識
の高揚に関す
る講座の実施

開催回数（年
間）

５回 235 5
男女共同参画
啓発等推進事
業

可
必
要

不
可

済 無 有り 22
再任用職員の活用が
可能

維持

3
男女平等参
画啓発等推
進事業

女性のエンパ
ワーメント支
援のための講
座の実施

開催日数（年
間）

４日 ４日 331

女性のエンパ
ワーメント支
援のための講
座の実施

開催回数（年
間）

６回 281 5
男女共同参画
啓発等推進事
業

可
必
要

不
可

済 無 有り 22
再任用職員の活用が
可能

維持

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

事務事業

実施計画
事業名

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

男女参画社会課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

④
継
続
性

男女参画社会課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用
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17,545 17,545 19,083 19,083

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

事務事業

実施計画
事業名

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

男女参画社会課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

④
継
続
性

男女参画社会課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

3
男女平等参
画啓発等推
進事業

生涯にわたる
女性の健康と
権利の啓発に
関する講座の
実施

開催日数（年
間）

２日 ２日 62

生涯にわたる
女性の健康と
権利の啓発に
関する講座の
実施

開催回数（年
間）

１回 47 5
男女共同参画
啓発等推進事
業

可
必
要

不
可

済 無 有り 22
再任用職員の活用が
可能

維持

3
男女平等参
画啓発等推
進事業

「配偶者から
の暴力の防止
及び被害者の
保護に関する
法律」に関す
る意識啓発事
業の実施

開催日数（年
間）

２日 ２日 118

「配偶者から
の暴力の防止
及び被害者の
保護に関する
法律」に関す
る意識啓発事
業の実施

開催回数（年
間）

１回 47 5
男女共同参画
啓発等推進事
業

可
必
要

不
可

済 無 有り 22
再任用職員の活用が
可能

維持

4 総
女性問題の
研究調査及
び啓発

男女共同参画意識の
現状把握や女性問題
の資料を収集し、情
報を市民に提供す
る。

市内在
住の一
般市民

政
策

女性問題の
調査研究・
啓発及び統
計資料の作
成

女性問題の
調査研究・
啓発及び統
計資料の作
成

156

情報紙や事業概要の
発行等予定どおり実
施され、成果はでて
いる。

Ａ 146 7
女性問題の研
究調査及び啓
発

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

4
女性問題の
研究調査及
び啓発

男女平等参画
推進情報発信

情報誌発行回
数（年間）

３回 ３回 63
男女平等参画
推進情報発信

情報誌発行回
数（年間）

３回 76 7
女性問題の研
究調査及び啓
発

可
必
要

不
可

不
可

無 有り 22
再任用職員の活用が
可能

維持

4
女性問題の
研究調査及
び啓発

女性問題資料
収集提供

図書等購入数
（年間）

５０冊 ４６冊 93
女性問題資料
収集提供

図書等購入数
（年間）

５０冊 70 7
女性問題の研
究調査及び啓
発

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

4
女性問題の
研究調査及
び啓発

男女平等参画
推進情報発信

女性センター
事業概要発行
回数（年間）

１回 １回
男女平等参画
推進情報発信

女性センター
事業概要発行
回数（年間）

１回 7
女性問題の研
究調査及び啓
発

可
必
要

不
可

不
可

無 有り
再任用職員の活用が
可能

予算
なし

5 総 相談事業

女性が抱える様々な
問題解決の一助とし
て女性のための相談
室を運営し、そこに
現れた問題点を施策
に反映させる。

主に女
性の相
談者

政
策

5,659

相談内容も様々であ
るため、相談員の研
修の充実に努め、レ
ベルアップに努めて
いる。

Ａ 5,838 3 相談事業 未 高 高 高
現状維

持
維持

5 相談事業
女性のための
相談室の運営

相談実施日数
（年間）

２４３日 ２４３日 5,598
女性のための
相談室の運営

相談実施日数
（年間）

２４１日 5,756 3 相談事業 済
必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

5 相談事業 相談員研修 相談員研修 ８回 １３回 61 相談員研修 相談員研修 ８回 82 3 相談事業
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

5 相談事業 相談員の任免 相談員の任用 ３人 ３人 相談員の任免 相談員の任用 ３人 3 相談事業
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

6 総

「配偶者か
らの暴力の
防止及び被
害者の保護
に関する法
律」に関す
る一時保護
事業

女性のＤＶ被害者を
一時保護し、配偶者
の暴力から避難さ
せ、被害を防止する
とともに、被害者の
自立を支援する。

女性の
ＤＶ被
害者

義
務

134

関係機関との連携・
協力のもとＤＶ被害
者の支援を実施して
いる。

Ａ 325 4

「配偶者から
の暴力の防止
及び被害者の
保護に関する
法律」に関す
る一時保護事
業

現状維
持

維持

6

「配偶者か
らの暴力の
防止及び被
害者の保護
に関する法
律」に関す
る一時保護
事業

「配偶者から
の暴力の防止
及び被害者の
保護に関する
法律」に関す
る一時保護

相談実施日数
（年間）

２４３日 ２４３日 134

「配偶者から
の暴力の防止
及び被害者の
保護に関する
法律」に関す
る一時保護

相談実施日数
（年間）

２４１日 325 4

「配偶者から
の暴力の防止
及び被害者の
保護に関する
法律」に関す
る一時保護事
業

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

7 総
女性セン
ター管理運
営

男女共同参画のまち
づくりの拠点として
女性センターを管理
運営する。

女性セ
ンター
利用者

施
管

10,545
女性センターの管理
業務は適切に実施し
ている。

Ａ 8,383 未 高 高 高
現状維

持
維持

7
女性セン
ター管理運
営

施設の維持及
び修繕事務

開館日（年
間）

３０７日 ３０７日 5,403
施設の維持及
び修繕事務

開館日（年
間）

３０７日 3,056
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持
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④
市
民
協
働

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

男女参画社会課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

④
継
続
性

男女参画社会課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

7
女性セン
ター管理運
営

清掃業務
清掃日数（年
間）

３０７日 ３０７日 1,365 清掃業務
清掃日数（年
間）

３０７日 1,450
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

7
女性セン
ター管理運
営

開閉館及び窓
口業務

開館日（年
間）

３０７日 ３０７日 3,777
開閉館及び窓
口業務

開館日（年
間）

３０７日 3,877
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

7
女性セン
ター管理運
営

消防法に関す
る事務

避難訓練実施
回数（年間）

２回 ２回
消防法に関す
る事務

避難訓練実施
回数（年間）

２回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

7
女性セン
ター管理運
営

使用申請、取
消申請受理及
び承認事務

のべ利用団体
数（年間）

３６８４
団体

３５７６
団体

使用申請、取
消申請受理及
び承認事務

のべ利用団体
数（年間）

３６３０
団体

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

7
女性セン
ター管理運
営

センター使用
料の徴収、減
免及び還付事
務

調定回数（年
間）

１２回 １２回

センター使用
料の徴収、減
免及び還付事
務

調定回数（年
間）

２４回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

7
女性セン
ター管理運
営

複写機、印刷
機及び電話料
金収納事務

調定回数（年
間）

１２回 １２回
複写機、印刷
機及び電話料
金収納事務

調定回数（年
間）

２４回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

7
女性セン
ター管理運
営

目的外使用の
許可事務

申請件数（年
間）

１件 １件
目的外使用の
許可事務

申請件数（年
間）

１件
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

7
女性セン
ター管理運
営

入館の制限等
のべ利用団体
数（年間）

３６８４
団体

３５７６
団体

入館の制限等
のべ利用団体
数（年間）

３６３０
団体

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

8 総

女性セン
ター登録団
体申請受付
及び支援

男女平等参画社会実
現のため、男女平等
参画に取り組む団体
等を支援する。

市内の
男女平
等参画
に取り
組む団
体等

政
策

登録団体数は伸びて
いないが年間を通じ
団体支援をしてお
り、成果が出てい
る。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
予算
なし

8

女性セン
ター登録団
体申請受付
及び支援

女性センター
登録団体申請
受付及び支援

登録団体数 ７団体 ７団体
女性センター
登録団体申請
受付及び支援

登録団体数 ７団体
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

9 総
女性施策の
体制整備

女性施策を推進する
上で、推進事業、相
談事業、管理運営事
業のあり方を総合的
に検討する。

全市
民、市
内の民
間団体

政
策

活動指標を概ね達成
し、成果が出てい
る。

Ａ 完 高 高 低 終了
予算
なし

9
女性施策の
体制整備

女性施策の体
制整備に向け
た課内検討会
議の開催

開催回数 ６回 ６回

女性施策の体
制整備に向け
た課内検討会
議の開催

開催回数 １回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

10 総

新たな分野
（防災）に
取り組む事
業

防災に関して女性の
視点の必要性につい
て、他課と連携し意
識啓発を図る。

市内在
住在勤
の一般
市民

政
策

12
予定どおり講座を実
施しており、成果が
出ている。

Ａ 47 6

国の男女共同
参画基本計画
（第２次９に
盛り込まれた
新たな分野
（防災、科学
技術など）へ
の女性の参画
の取り組み

未 高 高 高
現状維

持
維持

10

新たな分野
（防災）に
取り組む事
業

女性の視点か
らの防災講座
の実施

開催日数（年
間）

１日 １日 12
女性の視点か
らの防災講座
の実施

開催回数（年
間）

１回 47 6

国の男女共同
参画基本計画
（第２次９に
盛り込まれた
新たな分野
（防災、科学
技術など）へ
の女性の参画
の取り組み

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

11 総
ＤＶ支援
ネットワー
ク事業

ＤＶ被害者の支援の
ため、庁内の横断的
なネットワークを作
り、組織をあげて支
援する体制を構築す
る。

女性の
ＤＶ被
害者

義
務

８月にネットワーク
会議を開設し、関係
各課との連携を図っ
ており、支援体制に
成果が出ている。

Ａ 現状維
持

予算
なし
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第４次 第５次

17,545 17,545 19,083 19,083

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

実施計画

事務事業

実施計画
事業名

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

決算内訳（千円）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名
実施計画
事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動指標の名称

①
人
件
費
減

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

必要性 事業の改善提案

④
市
民
協
働

③
成
果

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

男女参画社会課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

④
継
続
性

男女参画社会課

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

11
ＤＶ支援
ネットワー
ク事業

ＤＶ支援ネッ
トワークの構
築事業

ＤＶ支援ネッ
トワークの構
築

平成２０
年８月

平成２０
年８月

庁内ＤＶ対応
ネットワーク
会議

庁内ＤＶ対応
ネットワーク
会議

３０回
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし


